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播種性クリプトコックス症 
 

• クリプトコックス症は健常者に発症する深在性真菌症としてわが国で最も頻度が高い。 

• 致命的な播種性クリプトコックス症は、脳髄膜炎としてみられることが一般的であり、JANISの検査部門データによ

れば脳脊髄液培養陽性例の２～４％程度を占め１）、発生は年間200～400例程度と推定される。脳髄膜炎原因

の病原体別頻度ではクリプトコックス属は肺炎球菌とほぼ同数で４～５番目に多い。主な原因菌はCryptococcus 

neoformansである。 

• 近年、致命率が20％と高いCryptococcus gattii感染症例が、カナダで1990年代から、米国では2004年頃から報告

されるようになり、またC. gattiiの感染が拡大していることが米CDCから報告され２）、わが国での発生が注視され

ていた。わが国では2010年の国内発生第一例目以来３）、2014年３月末現在で少なくとも４例が確定されている。 
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現状 

論点 

⃝ 播種性クリプトコックス症を五類全数把握疾患とすることについてご検討頂きたい。 
 
※ なお、本提案については、同旨の要望書が日本感染症学会より結核感染症課長宛て提出があったところ。 
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必要な対応案 

⃝ 以下を実施可能とするために、発生動向を把握をしてはいかがか。 

• 国民や医療関係者に情報提供・注意喚起を行う。 

• 播種性クリプトコックス症は地域流行することがあるため、多発する場合には必要に応じて積極的疫学調査を実
施して感染源を同定する。 

• C. gattiiによる播種性クリプトコックス症は従来輸入感染症と考えられており、特定の地域から帰国した邦人の発
症が複数例確認される場合には、必要に応じて渡航に関する注意喚起を行う。 


